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Anarchist philosophy of Ba Jin and his interest 





















































































き荒れた。一九一七年六月に「スパイ活動防止法」（Espionage Act of 1917）、
一九一八年五月に「治安維持法」（Sedition Act of 1918）、同年十月に「国外
追放法」（Immigration Act of 1918）が成立し、およそ反戦勢力と目された
組織や個人は厳しく弾圧された。例えば、世界産業労働者組合（Industrial 
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